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背景

日本とバングラデシュ

日本はバングラデシュにとって最大の

二国間パートナーであり、過去50年に
農業、教育、エネルギー、保健、運輸、

貿易などの分野で238億米ドルを供与し
た。

2021年3月14日、国際協力機構（JICA）
とバングラデシュ政府エネルギー鉱物

資源部門（EMRD）は、統合エネルギ
ー・電力マスタープラン（IEPMP）の
策定に関する協定に調印した。

IEPMPの目標
エネルギー安全保障及び経済合理性の確

保を前提に、低炭素/ゼロ・カーボンのエ
ネルギー需給システムを構築すること。

目的

バングラデシュの持続可能な発展に向け、

低炭素/カーボンニュートラル社会のため
の政策と技術を導入し、エネルギー安全

保障及び経済合理性を備えた低/ゼロ炭素
のエネルギー需給システムを確立するこ

と。



透明性と説明責任

国のオーナーシップ

バングラデシュ政府で

はなく、JICAが、被
援助国の参加なしに、

日本のエネルギー経済

研究所（IEEJ）を
IEPMPを策定するコン
サルタントとして任命

した。これは国のオー

ナーシップポリシーに

違反している。

透明性

JICAは事業の実際の
予算を一度も公表し

ていない。市民社会

がIEPMPの策定予算
を開示するよう要求

した時でさえ、JICA
は沈黙を保った。こ

れは、透明性と説明

責任という基本的な

規範に反している。

参加者

JICA及びIEEJは、
IEPMP策定のプロセス
に47名の専門家を参加
させたが、全員が日本

人であり、バングラデ

シュ人は1人も参加し
ていない。IEPMPには、
策定のプロセスにバン

グラデシュ人が参加し

たと記載されているが、

文中に名前が記載され

ていない。

報復リスク

私たちは、報復リスク

があるため、市民社会

に限られた協議会を開

催するよう何度も要請

した。しかし、JICAは
私たちの要請を拒否し、

前大臣及び首相のエネ

ルギー・アドバイザー

を同会議に招待したた

め、私たちは会議中に

従順にならざるを得な

かった。



設備過剰のリスク

IEPMPは、GDP予測に基づき、
2050年までに電力需要が
72GW（108GW）に達する可
能性があると試算した。しか

し、現在の需要ペースでは、

最大でも56GWになる見込み
である。

例： IEPMPは、2025年までに
43GWの発電容量を見込んでい
た。しかし、2024年の最大需要
は16.7GWに過ぎす、2025年には
18GWになる見込みである。現
在の電力セクターの設備容量は

27.8GWでり、需要の60%以上が

設備過剰である。バングラデシ

ュ政府がIEPMPに従えば、設備
過剰率は今年中に需要の140%に
達する恐れがある。

将来のリスク

今後、バングラデシュ政府が

IEPMPに従えば、2050年まで
に設備過剰及び座礁資産は

100%に達し、政府は稼働し
ていない発電所への容量支払

いに年間100億米ドル程度支
払う可能性がある。容量支払

いは米ドルで行われるため、

バングラデシュの外貨準備

と経済に深刻な影響を与える

可能性がある。



化石燃料まみれの計画

IEPMPは、2050年までにガ
ス（LNG）30％、石炭30%
の電力構成を提案している

が、これはパリ協定やバン

グラデシュの脱炭素目標と

矛盾している。現在、バン

グラデシュは発電用化石燃

料の輸入のみに60億米ドル
を費やしている。化石燃料

の追加輸入はバングラデシ

ュのキャパシティを超えて

いる。



再生可能エネルギーの容量の過小評価

バングラデシュには、2050年までに100%
の再生可能エネルギー、特に太陽光発電及

び風力発電を確保するために十分なスペー

スと可能性があることが、太陽光発電導入

計画（National Solar Energy Roadmap）や
様々な研究によって照明されている。

しかし、IEPMPは、2050年までに太陽光発電を
17.6GW、風力発電を20GWしか導入しないシナリ
オを提案している。これは2050年の総設備容量
のわずか13%に過ぎす、バングラデシュのキャパ
シティを過小評価しており、パリ協定との整合

性を保っていない。



誤った解決策

IEPMPは、エネルギー部門から
の炭素排出量を削減するために、

原子力、廃棄物発電（WTE）に
加えて、炭素回収・貯留システ

ム（CCS）、液化水素、アンモ
ニアを「先進技術」の名で含め

ることを提案している。

これらの技術は、排出削減の役

割を果たさず、むしろ排出量を

増加させるケースもあるため、

「誤った解決策」として広く知

られている。

また、IEPMPは2025年までに
バングラデシュに水素燃焼シ

ステムを導入することを提案

している。バングラデシュに

は現在、液体水素の供給源を

持っておらず、完全に輸入に

頼ることになるため、国家経

済をさらに逼迫する原因にな

り得る。

これらの技術の固定費は非常

に高いが、JICAは予算の中で
固定費を無視している。



バングラデシュ国家計画との矛盾

バングラデシュ憲法第18条
（A）は、現在及び将来の世
代のために、環境と生物多様

性の保護と改善を定めている。

それに伴い、ムジブ気候繁栄

計画2021（MCPP）は、再生
可能エネルギーの導入率を

2030年までに30%、2041まで
に40％、2050年までに100％
にすることを約束している。

国連気候変動枠組条約

（UNFCCC）のCOP26におけ
るバングラデシュの声明でも、

2041年までに再生可能エネル

ギーを40%まで導入すること
が約束された。

2016年、バングラデシュは気
候脆弱性フォーラム（CVF）
において、2050年までに再生
可能エネルギー100％を達成
することを約束した。

今回の暫定政府における環

境・森林・気候変動省

（MOEFCC）の顧問も、同様
の目標を実施することを宣言

した。

政策目標及び国際的なコミッ

トメントに基づくと、IEPMP

は、バングラデシュの基本的

な法律及び多国間協定の全て

に違反している。



専門家の意見



市民運動



請願（WRIT PETITION）の申し立て

市民社会の全ての要請、訴

え、市民運動が無視されたこ

とから、Bangladesh Working 
Group on Ecology and 
Development（BWGED）及び
そのメンバーから構成された

Lawyers for Energy, 
Environment and 
Development（LEED）は、バ
ングラデシュ最高裁判所高等

法院部に請願（Writ 
Petition）を申し立てた。

8ヶ月に及ぶ審理の末、裁判
所は、この件に関する執行停

止命令を下し、裁判所は政府

に対し、なぜIEPMPが違法と
されないのか、市民社会と協

議して見直すよう命じられな

いのかを問う公開質問状を出

した。

政策者の反応

電力エネルギー鉱物資源局の

Fouzul Kabir Khan顧問とJICA

の市口知英氏は、第2回
Bangladesh Energy Prosperity 
2050（BEP2050）会議に参加
し、IEPMPを直ちに見直すべ
きとの意見で一致した。市口

氏は、バングラデシュにはエ

ネルギーマスタープランを策

定する能力があるため、日本

は今後計画の策定を支援しな

いと述べた。私たちは以前か

らそう訴えてきた。





MIDI: 化石燃料をさらに推し進める

JICAはまた、バングラデシュ
のモヘシュカリア・マタバリ

統合的インフラ開発イニシア

ティブ統合開発計画（MIDI）
を策定している。

JICAはこの電力ハブに太陽光
発電を備えた輸入LNG発電所
を設置することを提案した。

日本にとってこれは自殺行為

だ。輸入石炭やLNGのコスト
によって電力価格が上昇すれ

ば、人々は代替電源を模索す

るからである。

マーケットボラティリティの

影響を受け、バングラデシュ

政府は昨年10ヶ月もの間、ス
ポット市場からLNGを購入で
きなかった。輸入石炭やLNG
に依存しているため、発電コ

ストも年々上昇している。

この場合、代替案は屋上太陽

光かもしれない。そのため、

JICAがMIDIの地域にLNGの導
入を提案した場合、エネルギ

ー市場に中国の影響が及ぶリ

スクがある。



要求事項

1. バングラデシュで化石燃
料（石炭やLNG）を推進
するのを中止すること。
化石燃料の推進はパリ協
定や国の経済的利益に反
する。

4. 市民社会やコミュニティ
が、日本政府に直接意見
を述べることができるよ
う、予算やその他の情報
をタイムリーに開示する
こと。

2. バングラデシュは、炭素
回収・貯留システム
（CCS）、アンモニア
（混焼）、水素といった
「先進技術」を必要とし
ておらず、それらを購入
する経済的余裕もない。

5. 報復や政治的影響を恐れ
ることなく、各コミュニ
ティや市民社会のメンバ
ーが参加できるよう確保
すること。

3. 地球上の人類を救うため、
バングラデシュの長期目
標に沿って2050年までに
再生可能エネルギー100%
を達成するため、資金と
技術でバングラデシュを
支援すること。

6. バングラデシュ、そして
世界中の非民主的で抑圧
的な政府への支援を中止
すること。



ACRONYMS

BWGED Bangladesh Working Group on Ecology 
and Development

CCS Carbon Capture and Storage
COP Conference of Parties
CVF Climate Vulnerable Forum
EMRD Energy and Mineral Resources Division
GOB Government of Japan

IEEJ Institute of Energy Economics, Japan

IEPMP Integrated Energy and Power Master 
Plan

JICA Japan International Cooperation 
Agency

LEED Lawyers for Energy, Environment and 
Development

LNG Liquefied Natural Gas

MCPP Mujib Climate Prosperity Plan

MIDI Moheshkhali-Matarbari Integrated 
Infrastructure Development Initiative

MOEFCC Ministry of Environment, Forest and 
Climate Change

MOPEMR Ministry of Power, Energy and Mineral 
Resources

RE Renewable Energy

UNFCCC United Nations Framework Convention 
on Climate Change

WTE Waste-to-Energy
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